
日本共産党久喜市議団 
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

済
生
会
栗
橋
病
院
の
再
整
備
案
は 

７
月
４
日
、
梅
田
市
長
と
病
院
長
間
で
意

見
交
換
を
行
い
、
病
院
長
か
ら
、
済
生
会
栗

橋
病
院
の
再
整
備
案
の
説
明
が
あ
り
、
再
整

備
案
と
し
て
東
館
３
階
に
、
回
復
期
・
病
床

型
50
床
を
、
そ
の
内
10
床
は
療
養
型
を
想

定
。
４
階
に
は
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
住
宅

38
室
を
予
定
し
て
い
る
。
50
床
の
内
25
床

は
埼
玉
県
の
病
院
整
備
計
画
に
応
募
し
確
保

し
た
い
。
結
果
が
出
る
の
は
平
成
31
年
１
月

頃
と
予
定
し
て
い
る
。
経
営
面
の
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
を
し
て
い
る
が
厳
し
い
状
況
。 

加
須
市
へ
の
移
転
は 

304
床
を 

こ
れ
ま
で
の
負
債
と
今
後
の
経
営
を
考
慮

し
304
床
の
移
転
を
予
定
し
て
い
る
。 

(

当
初
の
説
明
は
200
床
の
一
部
機
能
移
転) 

 

 

済
生
会
栗
橋
病
院
の
「
現
地
存
続
」
を
求
め
る
！ 

 

栗
橋
病
院
長
・地
元
の
区
長
さ
ん
と
懇
談

初
期
救
急
的
な
医
療
の
対
応
は
可
能 

６
月
28
日
、
病
院
長
は
栗
橋
の
区
長
さ
ん

と
懇
談
。
早
急
に
整
備
を
進
め
る
時
期
に
来

て
お
り
、
300
床
の
移
転
に
つ
い
て
説
明
。 

特
段
反
対
の
意
見
は
な
く
「
急
に
具
合
が
悪

く
な
っ
た
時
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
。
安
心

で
き
る
体
制
を
望
む
」
の
声
を
受
け
た
。 

病
院
長
は
「
再
整
備
案
で
初
期
救
急
的
な

医
療
で
あ
れ
ば
対
応
が
可
能
、
現
在
の
建
物

を
活
用
し
継
続
で
き
る
よ
う
梅
田
市
長
と

相
談
し
、
こ
れ
か
ら
決
め
て
い
き
た
い
」
と

説
明
し
た
。 

 

梅
田
市
長
の
対
応
は 

 

病
院
長
か
ら
は
医
師
確
保
が
厳
し
く
補

助
金
等
の
支
援
継
続
を
要
望
さ
れ
た
。
梅
田

市
長
は
、「
ベ
ッ
ド
数
が
確
定
し
な
け
れ
ば
、

現
在
地
で
の
再
整
備
案
も
確
定
し
な
い
状

況
を
確
認
の
上
、
栗
橋
地
区
の
地
元
住
民
の

声
を
大
事
に
し
、
ど
の
よ
う
な
再
整
備
案
が

最
善
と
な
る
の
か
、
病
院
長
と
の
さ
ら
に
協

議
を
お
願
い
し
た
い
」
と
伝
え
協
議
が
終
了

し
た
。(

以
上
報
告)  
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「久喜市議団ブログ」開設中 検索 

 

 

 

 

 

６
月
議
会 

一
般
質
問 

済
生
会
栗
橋
病
院
存
続
を
求
め
る 

議
会
の
一
部
に
は
「
白
紙
撤
回
」
が
先

と
の
声
も
あ
り
ま
す
が
、
私
は
「
運
営
補

助
金
」
等
を
実
施
す
る
中
で
、
信
頼
関
係

を
築
き
、
市
民
の
命
と
健
康
を
守
る
立
場

か
ら
存
続
を
求
め
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。 

問 

急
性
期
部
門
を
残
し
、
緊
急
時
の
対

応
が
可
能
な
病
院
と
し
て
の
存
続
を
求

め
る
べ
き
。 

答 

救
急
医
療
や
高
度
医
療
の
み
な
ら

ず
、
地
域
の
中
核
病
院
と
し
て
こ
の
地

域
の
方
々
の
命
を
守
る
た
め
必
要
な
医

療
を
提
供
し
て
い
る
。
急
性
期
部
門
を

含
め
た
医
療
の
継
続
を
要
望
す
る
。 

移
転
の
決
定
は 

 
今
年
11
月
の
支
部
理
事
会
に
、
計
画
案

２
案
を
提
出
。
来
年
の
３
月
に
承
認
と
い

う
流
れ
に
な
る
。「
移
転
を
す
る
と
の
決
定

は
ま
だ
さ
れ
て
い
な
い
」
と
考
え
る
。 

 

市
長
の
決
意
は 

済
生
会
栗
橋
病
院
の
再
整
備
計
画
を 

踏
ま
え
た
中
で
、
久
喜
市
と
し
て
誠
心
誠

意
の
対
応
を
し
て
い
く
。 

 

小
中
学
校
の
学
校
給
食
見
直
し
へ 

梅
田
新
市
長
は
、選
挙
の
公
約
と
し
て「
栗

橋
で
は
自
校
式
給
食
を
継
続
す
る
要
望
が

あ
る
。
経
済
効
率
を
優
先
し
た
「
大
規
模

給
食
セ
ン
タ
ー
の
新
設
は
一
旦
立
ち
ど
ま

っ
て
考
え
る
」
と
し
て
い
ま
し
た
。 

「
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
を
第
一
に
考
え

た
学
校
給
食
を
求
め
る
請
願
」
に
は
、 

 

１
万
１
０
０
０
筆
の
署
名
が
添
え
ら
れ
提

出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
新
市
長
の
誕
生
に

は
、
こ
の
よ
う
な
市
民
の
声
が
反
映
し
た

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

栗
橋
の
自
校
給
食
継
続
を
求
め
る 

問 

栗
橋
地
区
で
実
施
し
て
い
る
自
校
で

の
学
校
給
食
運
営
を
継
続
す
べ
き
と
考

え
る
が
い
か
が
か
。 

答 

現
在
、
埼
玉
県
で
一
番
お
い
し
い
給
食

を
念
頭
に
、
地
産
地
消
、
食
育
な
ど
、
あ

ら
ゆ
る
面
か
ら
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の

整
備
に
つ
い
て
、
検
討
を
行
っ
て
い
る
。 

 
 

自
校
方
式
、
セ
ン
タ
ー
方
式
に
は
そ

れ
ぞ
れ
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ

り
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
再
検
討
を
行

う
中
で
検
討
し
て
い
く
。 

 
 

理
科
大
跡
地
の
活
用
に
つ
い
て
、
で
き

る
だ
け
早
く
、
私
自
ら
が
結
論
を
出
し
て

い
く
。 

 

 

 

 

 

 

地域医療支援病院 済生会栗橋病院 

一般 325床・感染 4床 計 329床 

敷地面積 19,637.88㎡ 延床面積 23,880.43㎡ 

 

 

確
認
事
項
と
し
て
発
言 

(

石
田) 

地
元
区
長
と
の
説
明
会
は
「
院
長
か
ら

説
明
を
聞
く
」
と
の
主
旨
で
「
移
転
反
対
」

の
声
な
ど
出
し
づ
ら
か
っ
た
。
地
元
の
「
急

性
期
部
門
残
し
て
」
の
声
は
切
実
で
す
。

協
議
で
は
「
市
が
望
む
存
続
案
は
示
さ
な

か
っ
た
の
か
」
な
ど
確
認
。
市
は
継
続
し

要
望
し
て
い
く
と
答
え
ま
し
た
。 

全
員
協
議
会
で
、
済
生
会
栗
橋
病
院
と
の

協
議
内
容
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

子どもたちのことを第一に自校方式の給食継続を 

mailto:ishida00@apricot.ocn.ne.jp


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公
共
交
通
の
利
便
性
向
上
を 

問 

栗
橋
地
区
に
お
い
て
は
循
環
バ
ス
が
走

っ
て
お
ら
ず
「
置
い
て
き
ぼ
り
」
と
の
声

が
聞
か
れ
る
。
久
喜
市
全
体
を
見
据
え
た

見
直
し
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
循
環
バ

ス
の
見
直
し
は
。 

答 

市
内
の
地
域
公
共
交
通
全
体
の
課
題
を

検
証
し
、
久
喜
市
地
域
公
共
交
通
会
議
の

中
で
総
合
的
に
検
討
。
本
市
に
お
い
て
有

効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
公
共
交
通
シ
ス

テ
ム
を
構
築
し
て
い
く
。 

問 

久
喜
市
が
「
一
つ
の
街
」
と
言
え
る
意

識
が
持
て
る
見
直
し
を
求
め
た
い
。 

答 

久
喜
市
の
全
体
、
４
地
区
を
一
つ
と
し

て
見
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
性
に
応

じ
た
状
況
、
地
域
の
現
状
、
民
間
事
業
者

を
補
完
す
る
市
の
交
通
政
策
と
し
て
検
討

し
て
い
き
た
い
。 

問 

民
間
の
事
業
者
と
の
共
存
は
重
要
。
事

業
者
の
経
営
状
況
を
把
握
し
、
赤
字
分
に

対
し
は
、
久
喜
市
か
ら
支
援
を
し
て
で
も

利
便
性
向
上
を
考
え
る
べ
き
。 

答 

事
業
者
の
経
営
状
況
は
公
表
さ
れ
て
い

な
い
が
、
機
会
を
捉
え
、
共
存
と
い
う
意

味
も
含
め
数
字
も
と
り
た
い
。 

地盤沈下の影響を考え 地下水位を段階的に

下げて 

 

地
盤
沈
下
の
副
作
用
が
心
配
だ
が 

問 

地
下
水
位
を
下
げ
る
と
副
作
用
と

し
て
地
盤
沈
下
が
あ
る
。
対
応
は
。 

 

答 

３
段
階
に
分
け
実
施
。
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
調
査
結
果
を
、
液
状
化
対
策
検
討
委
員

会
で
検
証
し
、ポ
ン
プ
の
運
転
調
整
を
行

っ
て
い
る
。 

問 

地
下
水
位
の
目
標
設
定
値
、
地
域
に
よ

っ
て
1.5
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
差
が
あ
る

が
、
こ
の
設
定
の
違
い
は
。 

答 

地
下
水
位
が
最
初
か
ら
違
い
、
最
終
的

に
は
深
い
部
分
は
３
メ
ー
ト
ル
程
度
の

と
こ
ろ
に
到
達
す
る
と
予
想
し
て
い
る
。 

地
盤
沈
下
の
状
況
は 

答 

地
盤
沈
下
の
状
況
、
６
月
１
日
時
点
の

観
測
結
果
に
お
い
て
、
最
大
で
８
ミ
リ
メ

ー
ト
ル
の
沈
下
量
と
な
っ
て
お
り
、
家
屋

の
傾
斜
等
を
引
き
起
こ
す
よ
う
な
沈
下

は
生
じ
て
い
な
い
。 

液
状
化
対
策
の
目
標
は 

 

問 

最
終
目
標
値
ま
で
地
下
水
位
を
下
げ

て
置
く
こ
と
に
よ
り
、
東
日
本
大
震
災
程

度
の
地
震
が
来
た
場
合
で
も
液
状
化
は

起
き
な
い
と
確
認
し
て
い
い
の
か
。 

答 

地
震
発
生
時
、
絶
対
液
状
化
は
起
き
な

い
か
と
言
え
ば
、
い
ろ
い
ろ
な
条
件
が
あ

り
可
能
性
と
し
て
は
ゼ
ロ
で
は
な
い
。 

基
本
的
に
は
液
状
化
に
な
る
リ
ス
ク
は

か
な
り
軽
減
さ
れ
る
と
考
え
る
。 

 

公 共 交 通 の 利 便 性 を 高 め  市 民 の 暮 ら し 守 れ 

 

幸手市・杉戸町のごみも一緒に燃やして！ 

久喜市は、現在3箇所で焼却している焼却場を
一つに統合し、現在の菖蒲清掃センターを拡張し
建設する計画です。このような中、幸手市・杉戸
町から「久喜市で一緒に燃やせないか協議を」と
の申し入れが７月５日付でありました。久喜市は
「協議をするか」検討するとしています。 

燃やすごみの量をいかに減らすかが重要です。 

 

久
喜
市
独
自
の
支
援
事
業 

 

終
了
と
し
た
が
申
請
の
結
果
は 

問 

被
災
者
住
宅
再
建
支
援
事
業
は
３

月
末
で
終
了
。
対
象
世
帯
・
申
請
件

数
・
支
援
額
は
最
終
的
に
ど
う
な
っ

た
か
。 

答 

平
成
29
年
度
の
申
請
者
は
５
世

帯
、
支
援
金
額
は
４
５
９
万
２
千
円
。 

こ
れ
ま
で
の
累
計
で
は
、
対
象
世
帯

125

世
帯
で
、
申
請
者
の
合
計
は 

74

世
帯
、
支
援
金
額
の
合
計
は 

 

６
２
６
１
万
７
千
円
と
な
っ
た
。 

固
定
資
産
税
の
「
減
免
」
継
続
を 

問 

平
成
30
年
度
、
被
災
者
に
対
す
る

固
定
資
産
税
の
減
免
継
続
は
。 

答 

液
状
化
被
害
の
あ
っ
た
南
栗
橋
３

丁
目
か
ら
12
丁
目
の
土
地
の
評
価
額

は
、
震
災
残
価
率
72
％
を
乗
じ
て
決

定
。
引
き
続
き
適
用
し
て
い
る
。 

家
屋
は
評
価
替
え
に
よ
る
経
年
減

価
等
を
反
映
し
た
後
、
損
耗
残
価
率
と

し
て
全
壊
25
％
、
大
規
模
半
壊
30
％
、

半
壊
45
％
を
乗
じ
た
減
額
措
置
を
講

じ
税
負
担
の
軽
減
を
図
っ
て
い
る
。 

 

現在久喜市内を走る循環バス 

 

南栗橋液状化対策

事業 

 

 

市
民
の
暮
し
は
厳
し
さ
が
増
し
て
い
る 

久
喜
市
の
公
共
料
金
引
き
下
げ
を 

問 

市
民
の
暮
ら
し
支
え
る
立
場
か
ら
県
内
で
も
高
い

位
置
に
あ
る
国
保
税
・
水
道
料
金
の
引
き
下
げ
を
。 

答 

国
保
税
は
、
県
へ
の
納
付
金
に
不
足
が
生
じ
る
状

況
が
あ
る
。
現
行
の
水
道
料
金
は
、
財
政
収
支
計
画

を
策
定
す
る
中
で
料
金
を
決
定
。
水
道
料
金
を
引
き

下
げ
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。 

国
保
税
は
、
非
正
規
社
員
の
方
な
ど
、
所
得
の
低

い
方
が
多
く
加
入
す
る
構
造
で
、
払
い
き
れ
な
い
方

が
沢
山
い
ま
す
。
国
保
は
社
会
保
障
で
あ
り
、
子
ど

も
の
「
均
等
割
」
な
ど
は
無
償
に
す
べ
き
で
す
。 

県
内
の
自
治
体
で
は
国
保
会
計
へ
の
繰
入
を
実
施

し
、
市
民
の
く
ら
し
を
支
え
て
い
ま
す
。
久
喜
市
も

見
習
う
べ
き
で
す
。
国
が
担
っ
て
い
る
負
担
率
を
上

げ
る
こ
と
も
重
要
で
す
。 

水
道
事
業
は
、
計
画
を
前
倒
し
て
実
施
中
で
す
。 

そ
れ
で
も
毎
年
純
利
益
が
出
て
い
ま
す
。 

県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
高
い
料
金
は
引
き
下
げ
る

べ
き
で
、
や
る
気
に
な
れ
ば
で
き
ま
す
。 

 

計画されている菖蒲清掃センターの位置です。 

梅田修一 新市長に代表質問 

南栗橋 10 丁目付近、対策工事に伴い道

路が凸凹、修復を求め、修復中です。 


